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〔調査結果のポイント}

O本調査結果は、平成23年8月108'"'""208までの間の1臼〈日曜、休
日を除く〉を調査対象日として調査している。� 

O全国の8職種の過不足率rd、ア月の1.5%不足から8月は2.1%不足へと 
0.6ポイント不足幅が拡大した。� 

O東北地域の8職種の過不足率は、ア月の0.4%過剰から8月は0.3%不足ヘ
と0.7ポイント増加した。� 

O今後の労働者の確保iこ関する見通しについては、全国及び東北地域とも

「普通Jとなっているo
 

1.全国の過不足率の状況〈原数値〉

【8職議J ~.1 ~お不足。 
O配管工が過剰、他のア職種は不足となっており、� 8擁護全{本では、� 2事� 

1~の不足となった。 

(6職種J 3.1%の不足邑 
O全ての職種で不足となっており、� 6職種全体でlet3.1~の不足となっ

た。
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2.東北地域の遜不足率の状況〈原数値〉 

(8職種〕 

(6職覆】 

0.3 %の不足。 

0.9%の不足。 

08蕗謹中、建工及び配管工が過剰、とひ、工が不足、砲の 5職種については均
衡となっ 

O今後の見通しとしては、 8膿撞及び6職種で「普通」となった。 

3.識種別の状況〈額数値〉 

08職議中 7職種において技能努働者が不足傾間にあり、うち、震ち不足韻日が大きいのは、鉄筋工
〈建築) (7.4%の不足〉となっている。 

08職播中 1職種の配管工において技能労観者が過剰傾向となっているく 0.3%の週乗の。 

O鉄筋工〈土木〉については、過不足率の対前年増減が 6. 3ポイントの増であり、最ち理加隔が
大きくなっている。 

08職種計において、新規勢集の過不足状況については、 15ヶ月連続で、前年悶月を上回る不足傾 
i曹となっている〈参考 3参照〉。

今月濡不足率 前月過不足率 対前月増減 前年間月過不足率 対前年譜減

型わく工〈土木〉 0.6 % ム 0.1 % 0.7 ム 0.1 % 0.7 

聖わく (建築〉 3.1 % 3.4% 0.3 1.1 % 2.0 
F出~ 0.1 % ム 1.5 % 1.6 ム 1.4 % 1.5 

と び エ 1.4 % 1.0 % 0.4 1.9 % 3.3 

鉄筋工〈土木〉 5.9 % 0β% 5.3 ム 0.4% 6.3 

鉄筋工〈建築〉 ア.4 % 6ア%  O.ア 1.2 % 6.2 

6 職 き十 3.1 % 2.4% 0.7 ム 0.2% 3.3 
F噸R 工 0.2 % 0.0% 0.2 ム 0.1 % 0.3 

題己 戸居~ 工 ム 0.3 % ム 0.5% 0.2 ム 0.3% 0.0 

8 職種計  2.1 % 1.5 % 0.6 0.2% 2.3 

※過不足率のムは過剰、ムが無いちのiま不足を示す。以下回じ。
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4.地域別の状況〈額数値〉� 
08職権計において、� 10地域中忌地域で技能労齢者が不足、� 1地域で技能労儲蓄が溜剰であっだ。� 

08識種計過不足率を前年同月と比較すると、関東が3.9ポイントぬ培で、全国で最も増加唱が大き
くなっている。� 

8職種計過不足率� 6職種計過不足率

今月 言5年間月 対前年増減 今月 前年4司月~ 苅前年増減
北海道� 3.1% 0.3% 2.8 3.4% 0.4%1 3.0 
東北�  0.3%ム� 1.3% 1.6 0.9%ム� 1.9% 2.8 
関東�  4.1% 0.2% 3.9 5.5九� 0.4% 5.1 
北 陸 �  0.1% ム� 0.9% 1.0 0.1% ム� 0.8% 0.9 
中部�  1.1% 0.4% 0.7 1.8% 0.5% 1.3 
近 畿 �  3.5% 0.0% 3.5 10.9% 0.0九� 10.9 
中国�  0.3% 1.8% 2.1 0.6% ム� 3.3% 3‘9 
四盟�  1.1% 1.0% 0.1 1.8% 1.4% 0.4 

九州 ム� 1.4%ム� 0.6% ム� 0.8 ム� 2.4%ム� 1.0% ム� 1_4

沖 縄 �  0.1% 0.4% ム� 0.3 0.2% 0.9% 0.7 

5.今後の労働者の確保に関する見通し〈瞭数値〉� 
08職種計の翌々月� (10月〉における労働者の確保に関する見通しは、 「困難Jと「やや困難」の合

計が15.2%で、対前年毘月比8.5ポイントの上昇となっている。一方、 「やや容易」と「容易J
の合計は14.2%で、対前年高月比7.6ポイントの下降となっている。� 

O翌々々月� (11月〉に関する莞通しについて誌、� f困難」が10.4%で苅前年毘月比6.4ポイント
の上昇となっている。一方、 「容甥Jは19.4%で、対前年時月比4.5ポイントの下問となってい
る。� 

8 職 ネ重 計� 

10月の見通し� 11月の見通し

今月 前年同月 今月 前年百月

国 難� 4.8% 1.1% 困 難� 10.4% 4.0% 
やや困難� 10.4% 5.6% 念 通� 61.1% 62.1% 
会医立ヨ� i語� 70.4% 70.6% 反(二土~ 男� 19.4% 23.9% 
やや容現� 5.3% 8.3% 不 題� 9.1笑� 9.9% 
容 易� 8.9% 14.5% 
不� 8)3 0.2笑� 0.0% 

※平成� 23年� 1 1 月の見潤しは、 「臨難J r話通J r容易J r不明Jのうちからの回答である。� 

6.手持現場の状況〈原数値〉� 
O残業・係自作棋を実挺している現揚数〈強化現場叡〉は、� 8諸種計で手持現場薮の2.ア%となって

おり、前月(プ月)Iこ比して0.2ポイント上昇している。なお、対前年圏月� (2.4%)比では0.3
ポイント上昇となっている。� 

08職種計の強化理由は、 「その也」を除いて「前工程の工事避延J、 「思問時間帯工事の制約j 、
「無理な受注J、 「天罷不JII恥の111買となっている。

金手持ち現場に占める
強化現場の割合
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〔移考� 1)職種別過不定率〈季節調整i護〉� 
4て2フ』 月 自立 月 対前月増減

型わく 〈土木〉� 0.8% 0.2% 0.6 

型わく� 2.2% 2.9% ム� 0.7

在 ム� 0.4% ム� 1.2% 0.8 

と び 工� 1.4% % 0.2 

鉄筋工〈土木〉� 5.6% ム� 0.2% 5‘8 

鉄筋工〈建築〉� 5.3% 4.5% 0.8 

6 醸種計�  2.49る� 2.0% 0.4 

需 工� 0.1 % 0.1 % 0.0 

童日 β出~ 工 ム� 0.2% ム� 0.3% 0.1 

8 職種計�  1.6 % 1.3 % 0.3 

参者� 2)地域別過不足率〈季節調整{重〉� 

8職種計過不足率� 5識種百十過不足率

今月 前月 対前月増減 今月 前月 対前月増減

北海道� 2.5% 1.4% 1.1 2.5% 1ア%�  0.8 
東 北 �  0.3% 0.0% 0.3 0.7% 0.2% 0.5 
関 東 �  3.2% 2.2% 1.0 4.2% 3.1 % 1.1 
北 陸 ム� 0.2% 0.3% ム� 0.5 ム� 0.2% 0.4% ム� 0.6
中 部 �  0.5% 0.6% ム� 0.1 1.2% 1.1 % O. 1 
近 畿 �  3.0九� 2.5% 0.5 9.5% 7.0% 2.5 
中国�  0.0% 1.8% ム� 1.8 0.3% 2.0% ム� 1.ア
自国�  1.0% ム� 0.6% 1.6 1.4% ム� 0.5% 1.9 
九州! ム� 1.1% ム� 0.7% ム� 0.4 ム� 1.8九 ム� 1.2% ム� 0.6
沖 縄 �  0.2% 0.2% 0.0 0.2% 0.1 % O. 1 

【参考3)新規募集漕不起率〈原数値〉� 
4で会フ恥 月 前年同月 話IJ 月

型わく工〈土木〉� 2.1 % 1.5 % 0.3% 

型わく工〈建築〉� 6.6% 5.8% 8.1 % 
r;己品問、� 

1.3 % 0.9% 0.1 % 

と び エ� 8.8% 1.2 % 7.1 % 

鉄筋工(土木〉� 19.5% 0.0% 2.6% 

鉄筋工〈建築〉� 16.1 % 5.5% 14.5 % 

6 職手重計�  9.1 % 3.0% 8.0% 

竃 エ� 1.4% 0.6% 0.5% 

自己 β団問� 0.5% 0.0% 0.6% 

8 職種計 ア.0% 2.0% 5.8% 

4. 



表 1 ~黍設技能労観者過不足率の推移(全盟、原鍛{語〉

広
リ



表-2地援自立の需給状況〈顎叡寵〉� 

I也I或i 北 東 関 北 中 近 中 自 九 ;中
需給状j兄� ;m 

職種� ¥i 道� 1ヒ 東� 1垂 き5 畿 盟 国 a 
' 
I¥1 

型わく工|断定率制� 
23年8月� 3.2 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
22年8月� 0.7 -0.5 0.1 合O 0.3 0.0 0.0 2.1 -1 .4 

〈土木) 今後む� 10月見通レ よ ム よ ム ム ム よ ム ム

し� 11月見通レ ム ム ム ム よ ム ム ム ム� 

5.3 0.0 11.5 -0.γ 0.9 0.0 1.9 ア.6 0.0 
0.0 0.5 2.8 -0.5 1.4 0.0 O.む� 0.0 0.0 
ム ム� 

d‘ よ ム ム ム ム ム
よ ム� A ム ム よ ム よ ム� 

-1 .4 0.0 1.0 一0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 -1.6 

左官� IJ♂、.I.u"..，、 I-'ιJ側、ιr=ム2十c:コO、づF雪EゴS 

0.0 -12ア� -0.4 -2.4 0.0 。‘O -0.9 2.5 -1.3 
ム よ よ ム よ ム よ よ よ� 

4‘ よ ム よ ム よ よ ム ム� 

0.0 6.1 2.6 0.0 一0.4 0.0 0.0 0.0 -10.3 

とび工� I.r..，山 ~I 三三τQt:j 
O.γ 一3.2 1.4 0.7 -2.4 0.0 -25.ア� 2.5 -2.1 

よ ム よ ム ム よ ム

ム ム ム ム よ ム ム
一� 9.7 0.0 10.3 1ア.1 0.0 0.0 0.0 

鉄筋工|…�  1m8月� | 0.0 0.0 0.0 山� 1.6 0.0 位。 0.0 0.0 1.3 
〈土木〉 今後の� 10月開通レ ム ム ム ム ム よ ム ム ム

よ よ ム よ ム ム ム ム よ� 

9.0 0.0 アア� 2.0 5機4 36.1 0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 1ア 一1.0 2.5 0.0 6.3 0.0 0.0 

ム ム ム ム ム ム ム ム

ム ム ム よ ム ム

よ ム よ ム よ ム よ よ ム

ム ム ム ム よ ム ム ム ム� 

0.0 0.4 一0.1 0.0 -4.2 -1 .2 0.0 0.9 0.4 

配管工 I .r..山 ~l 三七十一三I 1 0.0 0.0 叩� 0.4 -1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ム

ム

注� 1) この袈で用いている記号母、以下の1列による。

。…容甥、� 0・ーやや容男、 ム…普通、 ム・やや盟難、� A 困難、 ※...不明

注� 2) 記号は、回答のうち欝ち多数を占めるちのを探つだ。

注� 3) 10月の兇還しIj:、 「容鵠J r藷逼j 「不明Jのうちからの悶密である。� 
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O調査の概要� 

(1 )調査の目的
本調査は、建設技能労働者の需給状況等を職種別・地域別に毎月把握することにより、建設

業者の技能労働者確保に資するとともに、円滑な公共事業の執行及び建設労働刻策をすすめる
だめの基礎資料とすることを目的とレ、昭和54年7月より毎月� 10日"-'20日までの聞の 1
日(日曜、休日を除く〉を調査対象日とレて調査レている。� 

(2)調査対象
建設業法上の許可を受けた法人企業(資本金300万円以上〉で、調査刻象職種の労働者を

直用する建設業者のうち約3. 000社を苅象とする。� 

(3)調査事項
主:現在の過不足状況
過不足率の算出に10要な下記項目について調査レている0

.モニター業者が手持現揚において確保レている労働者数 
11 確保レたかったが出来なかった労働者数� 
11 確保レたが過剰となった労働者数

(参考〉 確保したかったが 確保したが
出来なかった労働者数 過剰となった労働者叙

過不足率=� x 100 
確保レている労働者数� + 確保レたかったが

出来なかった労働者数

新規募集 確保レたかったができなかった労働者数� 

過不足率= x 100 
最近� 1ヶ月以内に
確保レた労働者数� + 

確保レたかったが
できなかった労働者数� 

2現在の手持現揚の状況
残業・休日作業を強化レている現場数及びその理由を調査レている0 

3今後の労働者の確保の難易に関する見通レ� 
2"-'3ヶ月後の技能労働者確保の難易に関する見通レ及びその理由を調査レている。� 

(4)調査の職種
型わ<工(土木〉、型わ<工(建築〉、左官、とび工、鉄筋工(土木〉、鉄筋工(建築〉、

電工及び配管工の8種。(平成4年� 10月より従来の6職種の調査結果と併せて、電工、配管
工及び8職種計の調査結果を掲載レている。〉� 

(5)調査の地域
北海道、東北、関東、北陸、中部、近畿、中園、四国、九州|、沖縄の� 10地域

※季節調整の方法はセンサス閣法� IICX-11)による。� 

nuu 



。建設労龍需給調査結巣 平成� 23年度公表予定〈公表時間は� 14:00 L;.z蜂〉

公表予定日| 公表予定日

平成� 23 3月分� 4月� 25日〈月〉

平成� 23 4月分� 5 25日(水〉

平成� 23年� 6月分� 6月� 24日〈金〉

平成 23年� 6 7月 25 (月)

平成� 23年� 7月分� 8月� 25日(木〉

平成� 23 8月分� 9月� 26日(

※公表予定日は諸鍛の事情!こより斐更することも� 

平成� 23 9月分� 

平成� 23 10月分� 

平成� 23年� 11月分� 

平成� 23年� 12 分� 

平成� 24年� 1月分� 

平成� 24 2月分自� 

1ますので、� i在日了京下さい。

10月� 25臼〈火〉

11 25日(�  ) 

12月� 26日〈月〉

1月� 25 (水〉

2月� 27日(月〉

3月� 26日(

有苅回答者数� 1，196 fd社 |手持現揚叡 10，148箇所

調査対象者が手持現揚で使用する調還を苅象識種の技能労働者〈一鍛工〉※

型わく工〈土木)� 1，618 名 :霊わく工(建築) 

左 富 三703名:とび工�  

鉄扇工〈土木〉 ア� 81 名� j鉄筋工〈建業)� 

6，617名:配管工�  

2ア� .140 名

4，590 名

4.013 名

3.722 

3.096 名

※一般工とは、識長、世話役、熟練工、半熟練工革、作業について穏当の判断力

能力を備えているちので、未熟練工、手元、男諮い等Id:含まなし
、 し、かつ、職務遂待の

ベ0-


